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パスファインダーとは？ 

 Pathfinder（パスファインダー）とは、探検者／草分け／開拓者の意。レポート作成や論文作成で、何を

すればいいのか、どこへ行けばいいのかわからない！そんな人のための助けになるように作成した、学問の

「道しるべ」です。 

 

 

作成日：2015年 1月 8日 

大阪大学 外国学図書館 ｜ 箕面キャンパス ｜ 

ラーニングコモンズ るくす｜ LSチーム  



I. イントロダクション 

 

 意味論 とは？ 

 「意味論とは意味の研究である」 (Lyons 1977) 

言語学的な「意味」というのは、何らかの言語形式によって表される意味のことを指しますが、「何らかの言語形

式」には様々なレベルが想定され（音、形態素、語、文、文脈など）、それもあって時代の変遷とともに意味論者

がどのような意味を扱うか、またどのように意味を扱うかも変化してきました。ここでは三つの意味研究の分野

に的を絞って、関連書籍を紹介します。 

 

関係分野： 歴史的語彙意味論、構造主義的意味論、形式意味論、生成語彙意味論、認知意味論、語用論 

 

II. 形式意味論 

 

形式意味論は意味論を文法体系における一部門と位置付けます。ある自然言語の問題に対して、形式化された記

述の装置（形式言語）によってそれを翻訳し、その意味解釈を行います。形式意味論の「意味の解釈」という点

においては、その形式言語（あるいはある自然言語の表現）の真理条件（ある文が真となるために“世界”が満

たすべき必要かつ十分な条件）を規定することが非常に重要となります。 

キーワード：構成性原理、形式言語 

 

 白井賢一郎 (1985) 『形式意味論入門』産業図書 

 形式意味論の入門書。初学者にもわかりやすい。【外国図-4階開架 801.45||54】 

 

 杉本孝司 (1998) 『形式意味論』くろしお出版 

同じく入門書。日英の比較をしながら学ぶことができる。【外国図-4階開架 830.7||322||5】 

 

III. 認知意味論 

 

認知意味論は、意味を発信したり解釈したりする人間の感覚・知覚（身体的基盤）や経験の現れとして意味とい

うものを捉えることを試みています。辞書に記載されているような意味だけでなく、人間の経験などを踏まえた

百科事典的（背景知識的）な意味も含めて言語の意味を規定する必要があると考えます。例えば、日本語の地面

と陸という語は同じ指示物を持ちますが、「陸に上がる」は言えても、「地面に上がる」は不自然な感じがします。

このような言語現象を上手く説明する際にも、背景知識というものが重要だと考えるのです。 

キーワード：フレーム、プロトタイプ、メタファー 

 

 松本曜 (編)（2003）『認知意味論』大修館書店 

 認知意味論と他の意味論の対照も含み、課題が分かりやすい。【外国図-4階開架 801||1593||3】 

 

 大堀壽夫（2002）『認知言語学』東京大学出版会 

 初歩的なキーワードから類型論的なトピックまでを含む。【外国図-4階開架 801||1582】 



IV. 語彙意味論 

 

語彙意味論は、語（もしくは形態素）の意味、特に動詞の意味を分解し、抽象的な形で表すことで、それがどの

ような環境に現れるかを予測することや、動詞の意味が、ある特定の構文を作り上げる際にどの様に関わってく

るかを明らかにすることなどを試みます。かつては動詞の意味が中心的に扱われてきましたが、近年では文、ま

たは新しい語の成立における名詞の意味や文脈的な知識の重要性が指摘されるようになり、その方面の研究もさ

れるようになりました。 

キーワード：語彙概念構造、クオリア構造 

 

 影山太郎 (1996)『動詞意味論』くろしお出版 

 動詞の意味やそれに関わる構文を扱ったもの。【外国図-4階開架 801.09||88||5】 

 

 小野尚之（2005）『生成語彙意味論』くろしお出版 

 言語現象に対する名詞の意味の関わりなど、近年の生成語彙意味論の発展について知ることができる。 

【外国図 1階書庫一般 801.09||88||9】 
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［パスファインダーの凡例］ 

 図書の情報は以下の順に表記しています。（主に論文の参考文献に使われている書式です。） 

著者名（出版年）『本の名前』出版社名, 翻訳者名（あれば） 

 

 説明の最後に、【 】で貸し出し可能な図書館と配架場所、請求記号を記しました。 

総合図 → 総合図書館（豊中キャンパス） 

生命図 → 生命科学図書館（吹田キャンパス） 

理工学図 → 理工学図書館（吹田キャンパス） 

人図 → 人間科学研究科図書室（吹田キャンパス） 

外国図 → 外国学図書館（箕面キャンパス） 

外国図-雑誌 → 直近 1～2年に出版されたものは 3階雑誌コーナー、バックナンバーは 1階書庫 

電 → 電子ジャーナル、電子ブック 

※雑誌、電子ジャーナルは、すべての巻号が利用できるとは限りません。 

 

 検索を容易にするために、ISBN（各図書固有の識別番号）や ISSN（各雑誌固有の識別番号）を記してい

る場合もあります。 

 

 外国学図書館を中心に紹介していますので、記載している場所以外でも貸し出し可能の場合があります。

図書館各階にある検索端末で確認するか、カウンター/LSデスクまでお尋ねください。 

 


